
社会福祉法人あぶた福社会定款

第一章  総員J

(目 肖勺)

第一条 この徹会福祉族八 (以下「法人』という。)は、多様な福れpr_ビスがその利用者の意詢を尊重

して総合的に提供されるよう創意工夫することにより、利用者が、lttl人 の尊厳を保持しつつ、自立し

た生活を地域社会において営むことができるよう支援することを目齢として、次の社会振孝と華業を行

う。

(1)第一種社会福れ騨 業

(イ )障害者支援施設の経営

(2)第二極社会福祉事業

(イ )障害福祉サービス事業の経営

(口 )相談支援事業の経営

(ハ)地域活動支援センターの経営

(名不′午、l

第二条 この法人は、社会篠祉法人あぶた福社会という。

(経営の原則等)

第二条 この法人は、社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい事業を確実、効果台|かつ適正に行

うため、自主酌にその経営基盤の3ま主rとを図るとともに、その提供する編独とサービスの質の向 汁離びに

事業経営の透日月性の確保を図り、もつて地減福社の推進に努めるものとする。

2 この｀
r去人は、地域社会に貢献する取組として、(地域の独居高齢者、子育て世帯、経済的に困窮する

者等)を支援するため、無鶴$“又lま l氏
チ頑な料金で福祉サーどスを積極的に提供するものとする。

鱒嚇所の所在地)

第四条 この法人の事務所を北海道女と園漏臀厨爺湖‖F清水142番地の3に置く。

第二章  評議員

〔評議員の定携

第五条 この法人に評議員7名 を置く。

鶴 鰺 轟の選窺謬玉競軒0
第六条 この法人に評議員選任・解任委員会を置き、評議員の選任及び解任は、評議員選任 t解任委員

会において行う。

2 評議員選任・解任委員会は、監事1名、事務局員 1名 、外部委員 1名 の合計8名で構成する。

3 選任候補者の雑薦及び解任の提案lYま、理事会が行う。評議員選任・解任委員会の運営についての紳

則は、理事会において定める。

4 選任候補者の雑薦及び解任の提案を行う場合には、当該者が評議員として適任及び不適任と判断し

た理由を委員に説日月しなければならない。
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5 評議員選任・解任委員会の決議は、委員の過半数が出席し、その過半数をもつて行う。ただし、外

部委員が出席し、かつ、外部委員が賛成することを要する。

(評議員の任期)

第七条 評議員のイ壬舞lは、選任後 4年以内に終了する会議l'4F度のうち最終のものに関する定時評議員会

(7)終結の時までとし、再任を妨げなVL

2 任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任理は、退任した評議員の経期の

満了する時までとすることができる。

8 評議員は、第5条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退任した後マ)、

新たに選任された者が就任するまで、なお評議員としての権利義務を有する。

(評議員の報酬等)

第人条 評議員の報酬については、無報酬とする。

2 評議員には費濡を弁償することができる。

3 前 2項に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、瑠疎:長が別に定める。

第二章  評議員会

('11常宮「死
'こ

)

第九条 評議員会は、全ての評議員をもつて構成汁る。

(権呂長l

第一〇条 評議員会は、次の事項について決議する。

(1)理事及び監事の選任又は解任

(2)理事及び監事の報酬等の額

(3)理事及び監事並びに評議員に対する線酬等の支給の基準

(4)計算書類 鰍 対照表及び収支言,算書)及餞 進 目録の承認

(5)定款の変更

(6)残余財産の処分

(7)基本財産の処分

(8)社会編社充実計画の承議よ

(9)そσ)他評議員会で瀦講するものとして法令又はこの定款で定められた事項

(P′掘イ樫)

第一一条 評議員ボ人は、定時評議員会として毎会計年度終了後3ヶ月以内に1理開イ獲するほか、必要が

ある場合に謝催する。

(招集)

第一二条 評議員会は、法今に別段の定めがある場合を除き、襲事会の療議に肇 δき理事長が招集する。

2 評議員は、理事長に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由を示して、評議員会の招集を

請求することができる。

(購)

第一三条 評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員の過半数が出

席し、その過半数をもつて行う。
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2 前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員

の 3分の2以上に当たる多数をもつて行わなければならなヤ沌

(1)監事の解任

(2)定款の変更

(3)その他法令で定められた事項

8 理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者ごとに第 1項の決議を行わなければ

ならない。理事又は監事の侯構者の合書1・数が第 15条に定める定数を上回る場合には、過半数の賛成

を得た候補者の中から得票数の多▼潮摂に定数の粋に達するまでの者を選任することとする。

4 第 1項及び第 2項の規定にかかわらず、評議員 (拳該事項について議決に加わることができるもの

に限る。)の全員が善函又は電磁的記録により同意の意患表示をしたときは、評議員会の漁議があつた

ものとみなすG

(議事録)

第一四条 評議員会の議事については、法令で定めるところイこより、議事録を作成する。

2 議長及び会議に出席した評議員のうちから選基された議事録選嘉人2名 は、前項の議事録に署名 し、

又は記名押F「する。

第四章  役員及び触員

(役長の定数)

第一五条 この法人には、次の役員を置くじ

(1)理事6名

(2)路事2名                           ・

2 理事のうち 1_名 を理事長、 1名 を常務理事とすることができる。

3 前項の常務理事をもつて社会福祉法第45条の16第 2項第 2号の業務執行理事とする。

(役員の翻

第一六条 理黎及び監事は、評議員会の機議によつて選任する。

2 理事長及び業務執行理事は、理事会の決議によつて理事の中から選定する。

(理事の職務及び権獨艮l

第一七条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務を執行する。

2 理事長は、法令及びこの定款で定めるところにより、この法人を代表し、その業務を執行し、常務

理事は、理事会において別に定めるところにより、この法人の業務を分担執行する。

3 理事長及び常務理事は、毎会計年度に4衝月を超えるF日弓隔で2回以上、自己の職務の執行の状況を

理事会に穀告しなければならない。

(際事の職務及び権5長l

第一人条 監事イま、避と'事の織務つ:》執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作成する。

2 監事は、いつでも、理事及び職員に対して事業の報告を求め、この法人の業務及び財滋の状況の調

査をすることができるc

(役員の任期)

第一九条 理事又は監事の任期は、選任後 2年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時
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評議員会の終結の時までとし、再任を妨げなしち

補欠として選任された琳無 は監事のr壬期は、前後者の任期の満了する時までとすることができる。

理事又は監事は、第 15条に定める定数に是りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退任し

た後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事又は磁事としての権利義務を有する。

2

3

(役員の解任)

第二〇条 理事又は監事が、次のいずれ力Wこ該基するときは、評議員会の決議によつて解任することが

できる。

(1)職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。

(2)心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えないとき。

(役員の報酬等)

第二一条 理事及び監事の報酬についてすま、無報餌Hとする。

2 理事及び監事には費用を弁償することができる。

3 前 2項に関し必要な事項は、理学会の議決を経て、理事長が男llに定める。

Otti員 )

第二二条 この法人に、職員を置く。

2 このま＼の設鷺経営する施設の長他の重要な職員 (以下「施設長等」という。)は、理事会において、

題 跛 鋼 畢rとする今

3 施設長等以外の職員は、理事長が任免する。

第五章  理事会

(鰯
第二三条 理事会は、全ての理事をもつて構成する。

lttllttl

第二匹l条 理学会は、次の融務を行う。ただし、日常の業務として理事会が定めるものについては雲事

長が専決し、これを理事会に報告する。

(1)こ の法人の業翻 藍子の決定

(2)理事の職務の執行の監督

(3)理事長及び犠務理事の選定及び解職

(招集)

第二五条 理事会は、理事長が招集する。

2 理事長が久けたとき又は理謀長に事故があるときは、各理事が羅事会を招集するc

(決翻

第二六条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席し、

その過半数をもつて行う。

2 崩項の規定にかかわらず、理事 (当該事項について議決IttE泳9る ことができるものに限る。)の全員

が書面又は電駐的記録により同意の意思表示をしたとき (監事が婆該提案について異議を述べたとき

を除くc)とま、理事会の淡畿があつたものとみ憲す。
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(翻 )

第二七条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。

2 理学会に出席した撃事長及び監事は、前項の議事録に署名し、又|ま記名押E層する。

第六章  顧問

(顧 問)

第二人条 この法人に懸聞若予名を置くことができる。

2 顧F騨日は、理事会の同意を得て、理事長が委嘱する。

3 顧閥は、この法人の業務について理事長の諮F口鳥に答え又は意見を具申する。

第七章  資産及び会計

(資産の区分)

第二九条 この法人の資産は、これを分けて基本財産とその他財産の 2種とする。

2 基本財産は、次の各号に掲げる財産をもつて構成する。

(1)北海道虻田郡洞爺湖l程可守育水142番 3所在の清水友愛の塁

敷  地                 (7, 962.41平 方メートルl

(2)北海逆虻田郡洞爺湖田:結水 142番地 3、 142番地6及び144番地 11所在の鉄筋コンクリ

ー ト・コンクジートブロック造亜鉛メンキ鋼板葺平家建

清水友愛の里               (1, 875.67平 方メートルl

(3)北海道虫と服郡漏爺湖町満水 144番 11所在の清水友愛の塁

敷  地                (3, 256平 方メー トブめ

(4)北海道虻田郡洞爺湖腫
r｀清水 142番 6所在の清水友愛の里

敷  地                (2, 235平 方メー トルl

(5)北協遭虻田郡洞爺湖町清水 2()9番 8所在の清水友愛の里

敷  地                (1, 959平 方メートルl

(6)北海道虻囲郡洞爺湖‖1育水209番 7所在の清水友愛の里

敷  地                (3, 321平 方メー トルl

(7)北海速虻田郡洞爺湖樹,マ斎水209番 9所在の清水友愛の里

敷  地                (395平 方メー トノ1/1

(8)北海道真Ё閣郡洞爺湖町清水 148番 5所在の清水友愛てア)塁

敷  地                (1, 262平 方メートアレl

(9)北海道虻園郡洞爺湖町清水 148番 6所在の清水友愛の里

敷  地                (95平 方メー トル)

(10)北海道虻田郡洞爺湖llH聴氷 142番 5所在の清水友愛の里

敷  地                (471平 方メー トルl

(■)北海道虫と園郡順爺湖町清水209番地 7及び209番地8所在の鉄筋コンクジート・コンクリー

トブロック造亜鉛メンキ鋼板簿平家建  
・

清水友愛の里 生活訓練穂        (337.5平 方メー トノ1/1

(12)北海道虻田郡網爺湖町入江44番 1所在のデイセンターあすなろ
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敷  地                    (824, 61平 方メートル)

(13)北海越虻田郡洞爺漑町入江44番地 1所在の鉄骨造亜鈴メッキ鋼板葺平家建

デイセンターあづ
~な

ろ          (305.64平 方メー トルl

(14)北海道虻田郡洞爺親町入江44番地 1所在の本造亜鉛メッキ鋼板葺平家建

デイセンターあすなろ 店舗       (44.09平 方メー トル)

(15)北海道虻圏郡綱爺湖町高砂町 107番 67所在の共同生活住居

敷   地                          (185, 69平 方メい―トル)

(16)北海道虻田郡洞爺湖町高砂町 107番地67所在の本造亜鉛メッキ鋼板辞 2階建

共同生活r主居 1棟             (130,83平 方メー トノユンl

(17)北海道虻圏郡洞爺湖町青葉町 108番 9所在の共同生活住居

敷  士也                   (530。  01平方メー トル)

(18)北海道虻圏郡洞爺湖町背葉町 104番 2所在の共同生活住居

敷  地                (463,10平 方メー トルl

(19)北海越虻園郡潮爺湖町青業町 103番地 9及び104番地 2所在の本造舎金メッキ鋼板葺平家建

共同生活住居と棟            (272,44平 方メー トルl

(20)北海道虻田郡洞爺湖町高砂町 128番 5所在の共同生狩〔住駐及び地域生活支嫉 施設

敷  地                 (8, 451.14平 方メートノリ

(21)北海道虻田郡洞爺湖町高砂町 128番地 5所在の本造合金メッキ鋼版葺平家建

共同生活住居「れいわの家J(128番 5の 1) 1棟  (214,35平 方メー トルl

(22)北海道虻田郡洞爺湖町高砂町 128番地 5所在の本造合金メッキ鋼板薄平家迷

共同生活住居「たかさごの家」(128番 5の 2)と 棟  (214,35平 方メートノンl

(23)耳監海i董虻囲郡網爺湖町高砂町128番地 5所在の木造台金メッキ鋼板葺平家
′
riζ

共同生活住居「いちようの家」 (128番 5の 3)1棟  (214,35平 方メートルl

(24)北海適虻霞群綱爺湖町高砂町 128番地 5所在の鉄骨造合金メンキ鋼板葺平家建

地域生活支援1雌紬 設「さぽ―とステーションゆうあい」 (128番 5の 4)と 棟

(1, 171.50平方メー トルl

3 その他財産は、基料と1藤以外の財産とする。

4 基本財産に指定されて寄附された金晶は、速や力ヽこ第 2項に掲げるため、必要な手続をとらなとすれ

ば森らなVL

(基本財産の処分)

第二〇条 基本員オ産を処分し、又は担保に供しようとするときは、理事会及び評議員会の承認を得て、

耳掛癖通知事の承認を得なければならなし、 ただし、次の各号に掲げる場合には、北海道矢B事の承認は

必要としな予屯

(1)独立行政族人績祉医療機艤に対して基本擦オ産を担保に供する場合

(2)独立行政法メ、福祉医療機構と協調融資 触 立行政法人福祉医療機構の福祉郎サが行う施設整備の

ための資金に対する融資と併せて行う同一の財産を担保とする当該施設整総のための資金に対す

る融資をいう。以下圃じ。)に関する契約を結んだ民F日弓金融機関に対して基本財産を担保に供する

場合 協 調融資に係る担録にll長 る。)

(資産の管理)

第二一条 この法ノ入、の資産は、理事会の定める方法により、理事長が管理する。

2 資産のうち現金は、確実な金翻機関に預け入れ、確実な信託会社J謝言話し、又は確実な有価証券に
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換えて、保管する。

僻甥筆十画及び収支予算)

第二二条 この法人の事業語・画書及び収支予算書については、毎会計年度開始の日の前日までに、理事

長が作成し、理事会の承絡を受けなtすればならない。これを変更する場合も、同様とする。

2 訥項の書類については、主たる事務所に、当該会計年度が終了するまでの間備え置き、一般の閥覧

に供するものとする。

(事業報告及び決効

第二三条 この法人の事業報告及び決算につ▼`ては、毎会計1年度終了後、理事長が次の書類を作成し、

監事の監査を受けた_とで、理事会の承認を受けなければなら森予ヽ

(1)事業報告

(2)事業報告のill,lttβ月紳書

(3)貸借対員豪表

(4)収支計算書 (資金収支副錬書及び事業活動謝・算書)

(5)貸借対照表及び収支計算書 (資金収支計算書及び事業活動言|‐無書)の粋:属明紳書

(6)財産目録

2 前項の承認を受けた書類のうち、第 1号、第 3号、第4号及び第 6号の書類については、定時評議

員会に提出し、第 1号の書類についてはその内容を報告し、その他の書類について1ま、承認を受けな

ければなら森セち

8 第 1項の書類のほか、次の書類を主たる事務所に5年間捕え置き、一般の開覧に供するとともに、

定款を主たる事務所に備え置き、一般の関監に供するものとするc

(1)監査報告

(2)理 :李及び監事並びに評議員の名簿

(3)駐事及び監事並びに評議員の報酬等の支給の基準を記載した書類

(4)事業の概要等を記載した書類

(会計年度)

第二四条 この法人の会言浜義 は、毎年4月 1獨 に始まり、翌年 3月 31日 をもつて終わる。

(会書Ⅲ処理の基鞠

第二五条 この法人の会計に関しては、法令等及びこの定款に定めのあるもののほか、理事会において

定める経理規程により処理する。

(臨離の緒置)

第二六条 予算をもつて定めるもののほか、新たに義務の負担をし、又は権利の放棄をしようとすると

きは、理事総数の3分の2以上の同意がなければならない。

第人章  解散

律散)

第二七条 この法人は、社会福祉法第46条第 1項第 1号及び第 3号から第 6号までの角旱常女事由により

角卒紳 る。
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第二人条 解散 (合併又は破産による解散を除く。)した場合における残余財産は、評議員会の決議を得

て、社会編社法人並びに社会福れと事業を行う学校法人及ぴ公益財圏法人のうちから選出されたものに

帰属する。

第九章  定款の変更

(定款の変更)

第二九条 この定款を変更しようとするときは、評議員会の決議を得て、北海道知事の認可 (社会福祉

法第45条の36第 2項に規定する厚生労働省令で定める事項に係るものを除く◇)を受けなければな

らな彰ゝ

2 前項の厚生労働省令で定める事項に係る定款の変更をしたときは、避瀞なくその旨を北海道知事に

届け出なければならなセЪ

第一〇章  公告の方法その他

(鋒 の雄 )

第四〇条 この法人の公告は、社会福祉法人あぶた福祉会の掲示場に掲示するとともに、官報、新聞又

は電子公告に掲載して行う。

撤 著田員噂)

第四一条 この定款の施行についての細貝4は、理事会において定める。

附  則

緞 立碧初の役員)

第一条 この法人の設立当初の役員は、次のとおりとする。ただし、この法人の成立後遅滞なく、この

定款に基づき、役員の選任を行うものとする。

(加財子期日)

第二条 この定款は、平成29年 4月 1爆 から施行する。
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